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留学と日中関係 

―中国人の留学とその構造変容に関する一試論― 
 

大澤 肇 

 
 ただいまご紹介にあず

かりました中部大学の大

澤でございます。高橋先

生のご配慮で、愛知大学

の研究チームに参加させ

ていただいてこの場にお

ります。高橋先生には御礼申し上げます。 
 実は私の専門は歴史です。特に中国の教育

史、近現代史をやっております。それで、今

回のシンポジウムのテーマも日中関係なもの

ですから、教育史と日中関係、かけ合わせて、

本日は少し留学に関して、簡単な報告をさせ

ていただきたいと考えております。ただ一つ

問題がありまして、本日は多くの当事者、中

国から留学に来ている、あるいは日本に留学

して、日本に就職した人、あるいは莫邦富先

生のような新華僑研究の権威になられた方も

いらっしゃり、少し緊張しております。お手

柔らかにお願いしたいと思います。 
 私は歴史学者なものですから、少し遠い

100 年ぐらい前から話を始めたいと思います。

実は、戦前、中国から日本への留学ブームと

いうのが2回ほどございました。1回目が1900
年代です。ちょうど孫文が東京で辛亥革命を

やる中国同盟会という団体を作ったのが

1905 年です。２回目は、1930 年代から日中戦

争の直前までで、実は、日本、特に東京に多

くの中国人の留学生がおりました。一方、戦

前、アジア太平洋戦争の勃発以前に中国から

アメリカに留学していた学生もいましたが、

人数的にいうと、戦前は中国からアメリカに

行った人の 10 倍ぐらいが日本に留学に来て

おりました。ただ当時、アメリカのキリスト

教の団体がやっている欧米系の大学というの

も中国にはございました。 
 それで、話は少し飛びますが、改革開放以

降になると、これが人数的にも、質的にもア

メリカに行く人が主流になります。1990 年代

以降は、この表を見ていただければわかると

思いますが、量的に拡大していったというこ

とであります。そこで、ここで重要な点が二

点ほどございます。一点目が、民国期、ある

いは 1980 年代に、なぜ中国から日本に留学生

が来たかということです。これは先進国とし

ての日本ということで来たということであり

ます。90 年代以降、留学生の数が量的に大き

く拡大したということがここで重要な二点目

であります。 
 1990 年代以降、中国の教育に一つ大きな変

化が現れます。特に高校（高級中学）ですが、

インターナショナル・バカロレア課程、いわ

ゆる高校卒業後そのまま欧米の大学に入れる

ような課程が作られました。国際班あるいは

国際部と言われております。上海に 21 校あり

ますが、作られたのは上海のような先進都市

だけではありませんでした。中国の南部に広

西チワン族自治区というところがあります。

ベトナムと広東の間ぐらいのところだと思っ

てください。ここでも実は国際部がある高校

が 7 校もあります。内陸の遅れた貧しい地域

でも作られているということであります。 
 この他、欧米系の大学の現地校というのも

実は今中国にあります。これは上海のあたり
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ですが、ニューヨーク大学の上海校、デュー

ク大学の昆山校——これは上海の隣になります

が——そういった現地校がございます。 
 以下では、今の中国の人たちの海外留学に

ついて、数的な面からどういう動向かという

ことをご紹介したいと思います。資料という

か、元ネタはこちらでございます。中国でお

そらく最大手の海外留学予備校、新東方とい

うところがありますが、ここが留学白書とい

うのを出しております。インターネットで調

べれば出てきます。興味がある方はおうちに

帰って見てください。これはなぜ良いかと言

うと、サンプル数で 5200 あります。これだけ

大規模、ビッグデータの調査資料というのは

なかなかないのです。もっとも、データとし

てはちょっと怪しく、社会学の先生からする

とたぶん怒られそうですが、大ざっぱな傾向、

「こんなものです」ということは判ります。

ちゃんとした学術的な調査でビッグデータを

発掘したのは、横田先生という明治大学の先

生の調査があります。こちらのサンプル数は、

約 500 です。 
 以上のデータをまとめたものをグラフにし

たのはこちらでございます。まず、重要なの

は留学希望者の所属というところでありまし

て、要するに、高校、あるいは中学の段階で

海外に行きたいというように考えている人が

約 3 割いるということであります。また、将

来的に移民を考えているという、ある種、新

華僑のひとつのルートが日本への留学だった

ということもあると思いますし、これが多い

か少ないかはよくわかりませんが、現在は、

移民を考えずに留学だけするという人が 4 割

近くいるということであります。それから、

このデータが面白いのは、留学希望者のバッ

クグラウンドも出ているところです。この辺

りで、唐先生の格差社会論にも繋がると思い

ますが、この留学希望者の保護者の職業階層

が、普通の人というのが 3 割程度しかおらず、

だいたいそのお父さんお母さんが中間管理職

あるいは会社の役員で、勤め先でも国有企業

や事業単位など、そういった中の上、あるい

は上流階級のご子息、ご息女が圧倒的である

ということであります。それから、どういう

学歴を修めたいかということでいうと、以前

は大学院が多かったのですが、現在は学部が

3 割ほどに増えています。2015 年のデータで

は留学の若年化傾向が著しいということであ

ります。そのため、日本語学校とか大学の日

本語別科の役割がたぶん今後重要になってく

るのではないかなというように思われます。 
 次に留学の目的です。新東方の調査は 2013
年、2015 年とあります。横田先生の調査は一

般の大学、留学希望者全部というのと、特に

その中の日本語学科の学生を対象にした調査

というのがあり、この四つを並べてみるとい

うことで見ますと、やはり、教育のレベルと

いうのをどうも中国の若い人というのは気に

するようでございます。中国の方の先行研究

でも、留学のプッシュ要因として、教育レベ

ルの内外の違いということが言われています。

中国の大学は、世界のトップ 100 のうち、三

つのみという——あまり日本人は気にしないの

ですが——そういうのを考慮するようです。そ

れから、就職状況です。今、中国では、特に

大卒であまり有名じゃない大学に行くとなか

なか大変であるというのは、私もインタビュ

ー調査で聞きまして、おそらくそういったこ

とが留学をプッシュしているのではないかと

思われます。 
 なお、日本から見ると見逃してしまいます

が、実は、中国の若い人の圧倒的多数が、英

語圏に行きたいというのが現実であります。

私は少し前までハーバードにいましたが、や

はり中国人が多いです。キャンパス内は中国

語が飛び交っていて、僕はあまり英語ができ

ませんが、中国語だけで何とか生き延びてき

たという感じであります。今、トランプ政権
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が、シリコンバレーにアジア系が多すぎると

いうことで、その辺りで新しく対策を立案し

ようとしているぐらいです。他の先生にも聞

きましたが、アジア系の学生、院生なしでは、

理工系は研究が進まないということをおっし

ゃっておりました。2015 年の調査でも、やは

り就職ということについて関心が集まってい

るということであります。 
 さて、スライドの最後の部分は「你はなぜ

日本へ？」。どこかのテレビ番組のタイトル

のパクリですが、21 世紀以降、おそらく私の

簡単な調査でも言えると思いますが、日本留

学の動機が変わったのではないかということ

です。これは、坪谷さんという『中国 21』に

書かれていた横浜の先生もおっしゃっていま

したが、やはり受験、あるいは就職難という

のを回避するために、留学に行くということ

です。日本の場合は、1980 年代とか民国時期

は先進国、欧米の一部として留学に来るとい

うことだったのが——この辺りは周先生のお話

に重なると思いますが——日本文化に興味があ

る、特に ACG（アニメ、コミック、ゲーム）、

美容、スイーツ、こういうものを学びたいか

ら日本に行きたいということです。実際に私

が広西チワン族自治区の南寧でヒアリング調

査していた時も、そういった若い人が何人も

いました。京都精華大学の大学院に、マンガ

研究科というところがありますが、そこもや

はり多くの中国人がいるそうです。脱線しま

すが、そこではドイツ人のジャクリーヌ・ベ

ルント先生が日本語で授業をして、ドイツ人

と中国人が日本語を介して日本マンガを語る

という、グローバル化の興味深い状況がある

そうなんですね。 
 また日本留学希望者は、大都市の富裕層で

はなく、ちょっとその下ぐらいの層、あるい

は東北地域が多いのではないかということを、

坪井さんという駒沢の社会学の先生が書いて

おりました。私は南寧と上海の国際部の話を

しましたが、その辺りだと完全に全部英語で

すが、東北の国際部の学校だと、日本への進

学クラスというもあるらしいです。ですので、

こういった状況の中で、今後日本へ留学して

くれる中国の若い人がもっと増えてくれれば

いいなと思いつつ、私の報告を終わりたいと

思います。それから、個人的な感想を少し言

いたいと思います。やっぱり中国は広いなと

思います。階層、上、下、地域、東北と広西

チワン族自治区、都市と農村、上海、あるい

は内陸部の農村では、おそらくいろいろまた

違うのではないかというように思った次第で

あります。以上、時間を守ってこの辺で簡単

ですが報告を終わらせていただきます。あり

がとうございました。 


